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掲載順 一覧記地名 現在の地名 所在地コード形図1:500覧記ペー 和歌①春＝サーモンピンク
1 甲浦 甲浦（ 桜津） 東洋町 1 甲浦 26
2 古城 甲浦（ 古城山／甲浦城） 東洋町 1 甲浦 28 春は猶そらも霞みて朝日かげ　 のどかに匂ふかう の浦風
3 権現宮 甲浦（ 熊野神社） 東洋町 1 甲浦 29 何をかはけふは手向んわがおもふ　 心のぬさを神はみそなへ
4 有磯浦 甲浦 東洋町 1 甲浦 29 春は猶見るめあり その浦波の　 花も霞に匂ふ曙
5 白浜浦 白浜 東洋町 1 甲浦 30 浦の名は間はでもそれと白浜の　 波の色なる雪の真砂路
6 生見 生見 東洋町 1 甲浦 30 誰しめし籬に桃を植そへて　 いく みちとせの花を待つらん
7 相間 野根相間 東洋町 1 甲浦 30 吹風に千種の花の乱れあひ　 まなく も散るか野路の夕露
8 野根浦 野根 東洋町 1 甲浦 30
9 古城 野根池（ 野根城趾） 東洋町 1 甲浦 31 草枕夢も結ばず虫の音の　 う ら悲し く もすだく 秋の夜

10 押野川 野根押野 東洋町 1 甲浦 32 郭公そこと も波の一声は　 おしの川原の夕暮の空
11 野根山 ▲野根山 北川村／室 7 奈半利 32 小夜更に昔の跡を訪ひみるも　 露けき谷の苔の通ひ路
12 千本杉 四郎ヶ野峠／赤松畝 北川村 7 奈半利 34 う き雲の上にぞ見ゆる山高み　 しげる千もとの杉の梢は
13 岩佐の関 安倉岩佐 北川村 7 奈半利 34 山高き関の岩戸はさしながら　 行かふ雲の立ちもとまらず
14 岩佐水 安倉岩佐 北川村 7 奈半利 35 く みてしる人こそなかれ山深み　 岩佐の水の名のみ流れて
15 一里深山 四郎ヶ野峠 北川村／東 7 馬路 35 山深み夕越く れて宿とへば　 苔の岩間の谷のほそ道
16 装束が峰 ▲装束峠 北川村／室 7 奈半利 36 雲のゐる峰こえ行けば郭公　 思ひもかけぬ麓にぞ鳴く
17 米が岡 米ヶ岡 奈半利町 5 奈半利 36 旅衣わけこし峰はへだたり て　 夕入雲のそなたにぞ見ゆ
18 伏越関 野根伏越 東洋町 1 奈半利 36 伏越の関の岩根を行く 水に　 照月かげもとどめてや見ん
19 淀野磯 野根 東洋町 1 奈半利 37 吹おろす山風たえて川淀の　 いそぐとすれどなづむ筏師
20 入木 佐喜浜町入木 室戸市 3 奈半利 38 いろいろの千種の花の分け入り 　 桐の籬に秋をふかめて
21 崎浜 佐喜浜町 室戸市 3 奈半利 38 行さきの浜の浜ゆふそのままに　 路守るてふ神に手向けん
22 鹿岡 室戸岬町椎名 室戸市 3 奈半利 39 故郷の秋をぞ忍ぶ小男鹿の　 岡の辺に鳴く 声を聞く にも
23 清水 室戸岬町椎名 室戸市 3 室戸岬 40 涼しさはえもいはがねの山清水　 しばしやすらふ松の下陰
24 椎名浦 室戸岬町椎名 室戸市 3 室戸岬 40 芦の穂の綿もふかれて海士衣　 たもと寒けきなだの塩風
25 辰巳ヶ谷 室戸岬町椎名 室戸市 3 室戸岬 40 風はやみ高根は晴れて村雲の　 たつみが谷は時雨てぞ行く
26 ▲十連山 室戸町 室戸市 3 室戸岬 41 山高み里にしられぬ時雨にや　 ぬるで紅葉のはやく 染らん
27 ▲美濃山 室戸岬町椎名 室戸市 3 室戸岬 41 みの山や室戸の沖を見渡せば　 限り もなみの末の白雲
28 ▲四十寺峠 室戸町 室戸市 3 室戸岬 42 土佐の海紀の路をさ して行く 船は　 波に木の葉の浮ぶとも見る
29 三津 室戸岬町三津 室戸市 3 室戸岬 42 袖ぬれて立こそかへれ貝拾ふ　 干潟に汐やみつの浦人
30 室戸崎 室戸岬町三津 室戸市 3 室戸岬 43 明わたる室戸の沖を眺むれば　 霞に消る紀路の遠山
31 明星石 室戸岬町（ 斑れい岩） 室戸市 3 室戸岬 44 室戸崎日も暮ゆかば夕つづの　 星の名におふ石やてらさん
32 御坐窟 室戸岬町（ 御厨人窟） 室戸市 3 室戸岬 44 世に知らぬ岩屋の奥も住めが猶　 う し とて鬼や出て行けん
33 津呂 室戸岬町津呂 室戸市 3 室戸岬 45 いづれをかあだなり と見ん玉笹の　 露にう つろふ稲妻のかげ
34 ▲耳崎山 室津（ 多田山） 室戸市 3 室戸岬 46 郭公いづこはあれどふり 出て　 初音聞かせよ耳崎の山
35 室津 室津 室戸市 3 室戸岬 47
36 古城 室津（ ハザマ／土居山） 室戸市 3 室戸岬 51 しげり そふ緑も波にう つろひて　 松の下行く 水の涼し さ
37 室津の里にて 室津 室戸市 3 室戸岬 51 小山田の室のはや早生ほに出て　 いつしか秋の色を見すらん
38 ＃室津神社 室津上里 室戸市 3 室戸岬 52 川の辺に天の御神の跡たれて　 深き恵のながれをぞく む
39 浮津 浮津 室戸市 3 室戸岬 53 波沈浮津の沖に夢さめて　 室戸の浦の明るをぞまつ
40 古城 浮津（ 浮津城） 室戸市 3 室戸岬 54
41 ＃岩戸明神社 元岩戸 室戸市 3 室戸岬 55 仰ぐぞよう き世にたちし宮柱　 なほきを守る神のちかひを
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42 元村 元 室戸市 3 室戸岬 55 すみどころ何もとむらん世の中を　 すてし心は静かなる身に
43 雄地 元上ノ 内 室戸市 3 室戸岬 56 姫小松う つし植なん末遠き　 千年の春をちぎるためしに
44 和岐 元脇地 室戸市 3 室戸岬 56 朝日かげ匂ふ高根の白雲に　 いづれを花とわきてもやみん
45 硯石取浦 元村（ 硯ヶ浦） 室戸市 3 室戸岬 56 今より はかきも集めんもしほ草　 硯石取る土佐の海辺に
46 ▲三角山 元崎山 室戸市 3 室戸岬 58 長き世のやみをぞ照す三角山　 深きちかひの法のともし火
47 蓮池 元崎山（ 金剛頂寺） 室戸市 3 室戸岬 60 むすびては積れる罪も消てまし 　 濁らぬ法の蓮の池水
48 姿見池 元崎山（ 金剛頂寺） 室戸市 3 室戸岬 60 はづかしな昔にかはる姿見の　 池の鏡にう つると し波
49 閼伽池 元崎山（ 金剛頂寺） 室戸市 3 室戸岬 61 あか結ぶつてにこそきけ朝まだき　 古巣ながらの谷の鶯
50 古城 元崎山（ 下野） 室戸市 3 室戸岬 62 冬の夜の霜にぞさゆる山ちかみ　 月もかたぶく 西寺の鐘
51 二見滝 元崎山（ 金剛頂寺） 室戸市 3 室戸岬 66 結べなほ蓮の池水ながれ行く 　 末も二見の滝の白糸
52 仏崎 元（ 行当岬） 室戸市 3 室戸岬 67 ふみならぬ法やかく らん仏崎　 すずり が浦の蜑のすさみに
53 ＃池山神社 元村（ 北方６ Km） 室戸市 3 奈半利 66 五月雨に水もますげの末こえて　 さざ波よする池の神垣
54 塩屋 元 室戸市 3 室戸岬 68 藻塩焼く 煙の末もかき絶えぬ　 硯が浦の五月雨のころ
55 相見川 吉良川町黒耳 室戸市 3 室戸岬 68 年波はいづれか高き思ふどち　 あひ見かはさん水の鏡に
56 ＃妙見社 吉良川町黒耳（ 星神社） 室戸市 3 室戸岬 68 一筋になほきを守れ神垣に　 結ふしめ縄の数はひく と も
57 黒耳洋 吉良川町黒耳 室戸市 3 室戸岬 68 五月闇く ろみの洋の郭公　 おぼつか波にをち帰り 鳴く
58 吉良川浦 室戸市 3 室戸岬 69
59 古城 吉良川町傍士 室戸市 3 室戸岬 69 あびきする蜑の行き来に騒がれて　 波のかもめの跡も定めず
60 ▲笠着山 吉良川町（ 笠木山） 室戸市 3 奈半利 70 木下の露いかならん狩人の　 笠着の山はさして行く と も
61 羽根浦 羽根町 室戸市 3 奈半利 70
62 古城 羽根町尾僧（ 西ノ 浜愛宕山室戸市 3 奈半利 70 夕すずみ立出てみれば白波に　 かもめ飛びかふ羽根の浦風
63 ％琵琶滝 加領郷 奈半利町 5 奈半利 75 聞けばまづ波のしらべも秋かけて　 誰ひきならす琵琶の滝つせ
64 奈半泊 奈半利 奈半利町 5 奈半利 79
65 古城 奈半利町 5 奈半利 79
66 屋志呂之神 北川村加茂 北川村 7 奈半利 81 う け引も早きちかひや梓弓　 やしろの神の名をば頼まん
67 車瀬 車瀬 奈半利町 5 奈半利 83 夏の夜のふけて涼しき月かげも　 流れてめぐる水の車瀬
68 ＃奈半神社・ 多中里 奈半利町 5 奈半利 83 曳しめの奈半の社の二柱　 立てしちかひは末もへだてじ
69 ▲篝火山 柏木（ カガリ 山） 北川村 7 奈半利 84 鵜飼する奈半の川瀬を見渡せば　 かがり 火山の影ぞう つろふ
70 野友 野友 北川村 7 奈半利 85 幾千世の春を限らじ生添る　 松をよはひの友と契り て
71 ▲柳瀬山 魚梁瀬 馬路村 8 馬路 86 柳瀬山奥の宮木も川水に　 まかせてぞ引く 奈半の杣人
72 田野 田野 田野町 6 奈半利 88
73 古城 田野 田野町 6 奈半利 88 宵の間は氷らぬ水のほどみえて　 沢田の面にあさるをし鴨
74 ▲赤地山 赤地 田野町 6 奈半利 90 色かへぬ松に紅葉を染わけて　 山は赤地の錦なり けり
75 ▲大野山 大野 田野町 6 奈半利 90 爰も又田ごとの水にう つろひて　 心にう かぶさらしなの月
76 安田 安田 安田町 9 安芸 91
77 古城 東島土居屋敷 安田町 9 安芸 91 あびきする汀に魚のよるを見て　 かもめやすだく 浦の夕凪
78 夜床 與床 安田町 9 奈半利 92 小男鹿のつれなき妻や恋わびて　 夜床の山に音をば鳴らん
79 ▲馬路峠 馬路峠 馬路村／安 8 馬路 92 おもふその人を尋ねて山深み　 馬路峠もかちより ぞ行く
80 唐浜 唐浜 安田町 9 安芸 93 夕間暮そこと も波に立帰り 　 千鳥鳴なり もろこしの浜
81 ▲神峯 唐浜塩屋ヶ森 安田町 9 安芸 93 かけて今日仰ぐも高し千早振　 神の峰なる雪の白ゆふ
82 霜山 下山 安芸市 11 安芸 94 いつしかと草葉の露に置かへて　 霜の山路の風の寒けき
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83 名村 下山名村 安芸市 10 安芸 95 やどると も心とどむなむら雀　 う きふすすげき竹のねぐらに
84 大山 下山 安芸市 10 安芸 95 く らべてもよはひの数は大山の　 松の葉ごとに何かおとらん
85 伊尾木 伊尾木 安芸市 10 安芸 95
86 古城 伊尾木（ 有井城） 安芸市 10 安芸 96 あかぬその木々の紅葉の紅を　 きつつなれ見ん秋の山里
87 松田島 川北 安芸市 10 手結 96 久しきを松田の島の友鶴に　 千代に八千代のよはひく らべん
88 玉造 土居 安芸市 10 手結 97 今宵とや空の光もみがく らん　 玉の名におふ里の月影
89 丹生 入河内 安芸市 10 手結 97 夕日かげなほ取り 添て色ぞこき　 名におふ丹生の山のもみち葉
90 小川 尾川 安芸市 10 手結 97 まし ら鳴声ばかり して何をかは　 待見ん庵の奥の山陰
91 畑山 畑山 安芸市 10 手結 98 畑山の尾上の茅も冬がれて（ 虫害欠損）
92 黒瀬 黒瀬 安芸市 10 手結 98 黒瀬てふ名のみ流れて川岸の　 岩にせかるる水の白なみ
93 黒鳥 黒鳥 安芸市 10 手結 98 五月やみそこと もわかず黒鳥の　 里はく ひなの声ばかり して
94 小谷 小谷・ 島 安芸市 10 馬路 99 山桜あかでぞ帰る明日はまた　 散ると も花の雪をだに見ん
95 ▲烏帽子森 東川 安芸市 10 北川 99 あかずなほ手毎に折て家づとに　 かざすえばしの森のもみち葉
96 安芸浦 市街区 安芸市 10 安芸 99
97 古城 土居 安芸市 10 手結 99
98 卍安芸浄貞寺 黒鳥 安芸市 10 手結 100 波遠く 晴れて涼しき月かげの　 見る目は夏もあきの浦風
99 ▲八流山 赤野八流 安芸市 10 手結 101 山深き雫ばかり も積り てや　 流れやまさる谷川の水

100 千束橋 赤野八流 安芸市 10 手結 101 錦木にあらぬちつかの橋柱　 たが通ひち” の名にや立つらん
101 赤野 赤野 安芸市 10 手結 101 行く 水に岸の紅葉のう つろひて　 赤野の川の名にぞ流るる
102 ＃大本大明神 赤野（ 大元神社） 安芸市 10 手結 102 行末のよはひの数はおほもとの　 名におふ宮の神に祈らん
103 和食 和食 芸西村 11 手結 103
104 古城 馬ノ 上・ 瓜生谷 芸西村 11 手結 103 磯枕ねざめ寒けき松風は　 しき波立つ音かとぞ聞く
105 ▲金岡山 和食 芸西村 11 手結 104 及ばじな墨書の絵にう つすとも　 金岡山の雪の曙
106 卍遠城寺 和食（ 廃寺） 芸西村 11 手結 104 ふけてなほ声も寒けし水鳥の　 青羽の上に霜やおく らん
107 和食の浜の松原和食（ 琴ヶ浜） 芸西村 11 手結 105 浜辺なる松や幾世の霜をへて　 同じ緑の色を見すらん
108 ▲手結山 夜須町手結山 香南市（ 夜15 手結 109 暑き日は行かふ人も立ち寄り て　 先手に結ぶ山川の水
109 夜須 夜須町手結山 香南市（ 夜15 手結 110
110 古城 夜須町上夜須（ 尼森城） 香南市（ 夜15 手結 110 世の中はかく てもすめる水鳥の　 下やすからぬ波に浮れて
111 笠松 香我美町坪井 香南市（ 香16 手結 110 露時雨いかに降るとも笠松の　 常磐の色は変らざらなん
112 七板橋 香我美町坪井 香南市（ 香16 手結 111 爰はまたく もでにたらで行く 水の　 名に流れたる七板のはし
113 岸浦 香我美町岸本 香南市（ 香16 高知 112
114 古城 岸香我美町本（ 姫倉城） 香南市（ 香16 高知 112 聞く からに音ぞ涼しき松風の　 響あはする岸の浦波
115 ▲月見山 香我美町岸本 香南市（ 香16 高知 112 影う つす波は麓の海かけて　 月見の山の名こそしるける
116 宇多松原 香我美町岸本 香南市（ 香16 高知 113 幾千年よはひに契る言の葉は　 かく と も尽じ歌の松原
117 ＃王子宮 香我美町徳王子 香南市（ 香16 高知 114 神のます森の老木を見ても猶　 むかし忍ぶの草ぞ茂れる
118 古城 香我美町苅谷城ほか 香南市（ 香16 高知 115
119 卍山北村金水寺香我美町山北（ 地蔵堂） 香南市（ 香16 高知 117 秋来ても雲もまよはぬ空にまづ　 心にかけて月ぞ待たるる
120 ＃小松神社 別役 香美市（ 物22 大栃 119 千代よろづ御代ながかれとゆふだすき　 かけて小松の神に祈らん
121 ▲柀山（ まきやま） 香美市（ 物22 大栃 119 郭公初音はひと り 聞とだに　 告やる方もなき山の庵
122 逆川 土佐山田町逆川 香美市（ 土20 高知 119 さかさまの川もある世に老楽の　 若さに帰る年波やなき
123 鏡野 土佐山田町鏡野 香美市（ 土20 高知 119 暮行けば月もう つろふ鏡野の　 草葉にみがく 露の白玉
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124 ＃天忍穂別神社香我美町山川 香南市（ 香16 高知 120 水かみを仰ぐも高し神代より 　 名にながれたる天の磐舟
125 赤岡浦 赤岡 香南市（ 赤17 高知 120 風はやみ波も真砂も吹あげて　 雨に霰の交るとぞ聞く
126 ▲須留田山 赤岡町須留田（ 現城山高校香南市（ 赤17 高知 121 幾千年の春もなれ見ん十廻り の　 花の咲べき松の下かげ
127 富家 野市町本山？本村 香南市（ 野18 高知 122
128 古城 野市町富家城 香南市（ 野18 高知 122 五月やみ色こそ見えぬ風吹けば　 匂ひにしるき軒のたち花
129 前浜 前浜 南国市 30 高知 122 あびきする蜑のう け縄しげければ　 渚のかもめゐる暇もなし
130 香宗村 野市町中ノ 村・ 土居 香南市（ 野18 高知 122
131 古城 野市町香宗土居城 香南市（ 野18 高知 122
132 ＃宗我神社 野市町中ノ 村 香南市（ 野18 高知 123 手向とも神はみそなへ瑞がきの　 榊にかかる霜のしらゆふ
133 ＃金地神社 土佐山田町神通寺 香美市（ 土20 高知 124 伏し仰ぐ心のぬさを手向にて　 祈るまことを神や守らん
134 ＃深渕神社 野市町深渕 香南市（ 野18 高知 124 浅ましき事な祈り そ深渕の　 名に流れます神の社に
135 ▲烏森（ 烏ヶ森（ 旧西左古村） 香美市（ 土20 高知 124
136 古城 （ 鳥ヶ森城趾） 香美市（ 土20 高知 125 朝まだき声もまぎれて郭公　 からすの森の梢にぞ鳴く
137 ＃大谷神社 野市町大谷（ 三宝山西南麓香南市（ 野18 高知 125 みしめ縄なほく り 返し祈らばや　 恵みも深き大谷の神
138 大谷古城 野市町大谷（ 三宝山西南麓香南市（ 野18 高知 125
139 ＃立山神社 野市町土居 香南市（ 野18 高知 125 さかゆかん御代のしるしに立山の　 神や植けん瑞がきの松
140 野宮 野市町西野（ 野々宮八幡） 香南市（ 野18 高知 126 そのままのぬさ と もなれや咲かけて　 千種の花の匂ふ野々宮
141 山田 山田 香美市（ 土20 高知 127
142 古城 土佐山田町楠目（ 談議所城香美市（ 土20 高知 127 山田守苅穂の庵の秋深けて　 風に鳴子の音ぞさびしき
143 ＃岩積神社 土佐山田町岩積 香美市（ 土20 高知 129 動ぎなき御代の守も跡たれし 　 誓ひぞ仰ぐ岩積の神
144 上村古城 土佐山田町植 香美市（ 土20 高知 129
145 立田 立田 南国市 30 高知 129
146 古城 立田 南国市 30 高知 129 春といへば霞こそたてたか砂の　 尾上の雪は消えのこれども
147 影山 土佐山田町影山 香美市（ 土20 高知 130
148 古城 土佐山田町間（ 影山城） 香美市（ 土20 高知 130 夕日かげ山路照らして岩つつじ 　 こき紅の色ぞあらそふ
149 佐野 土佐山田町佐野 香美市（ 土20 高知 130 ふけ渡る月もながれて涼し さの　 深く なり 行く 秋の川風
150 吉原の古城 吉川村吉原西木戸 香南市（ 吉19 高知 130
151 萩野 香北町萩野 香美市（ 香21 手結 131 立かへり また来て訪はんあかず見る　 色もゆかり の萩の錦を
152 長野 香北町永野 香美市（ 香21 手結 131 小男鹿の妻恋わびて秋の夜の　 長野の原に音をや鳴らん
153 蕨野 香北町蕨野 香美市（ 香21 大栃 131 う き事を身につむからに早蕨の　 下にもゆるもあはれにぞ見る
154 長瀬 香北町永瀬 香美市（ 香21 大栃 132 言の葉はかきながせども岩間行　 水にぞよどむ桃のさかづき
155 日野 物部村日ノ 地？香北町日ノ 御子 132 秋ちかく なり ぬと見えて草の葉に　 宿る夕日のかげも露けき
156 夢野 土佐山田町神母木字夢野 香美市（ 土20 高知 132 幾度か寝覚しつらん秋の夜の　 夢野の鹿の声を聞にも
157 鏡石 土佐山田町神母木字夢野 香美市（ 土20 高知 133 みがきえぬ心のく もり 返り みて　 向ふ鏡の石もはづかし
158 夢森 土佐山田町神母木字夢野 香美市（ 土20 高知 134 たのまじよ露の契り のかり 枕　 結ぶも夢の森の下草
159 ＃大川上美良布香北町韮生野 香美市（ 香21 手結 135 数あまた曳しめ縄に願ふ事　 おほ川上の社とは見る
160 古城 香北町猪野々 香美市（ 香21 大栃 135
161 白石古城 香北町白石（ 轡城） 香美市（ 香21 大栃 135
162 葛橋 物部村韮生川 香美市（ 物22 大栃 135 世を渡る習ひは誰も語り けり 　 葛の橋を通ふ杣人
163 伊野野 香北町猪野々 香美市（ 香21 大栃 137
164 笹 物部村笹 香美市（ 物22 大栃 138 時雨行なごり の露の玉笹に　 そよぐ嵐の音もさむけき
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165 種崎浜 種崎 高知市 35 高知 143
166 十市池 十市 南国市 30 高知 144
167 古城 十市（ 蛸城） 南国市 30 高知 144
168 池城 栗山（ 池城） 高知市 35 高知 144 かく ひろし芦間あらはに枯れ果てて　 鳰の浮き巣や下氷るらん　
169 小明石 池（ 住吉池） 高知市 35 高知 145 立ち帰り 明かぬ心に秋の夜は　 また小明石の月を見てまし
170 剣尾（ つるお）里改田剣尾（ 剣尾神社） 南国市 30 高知 146 おもふぞよ人を刺すてふいが栗の　 恵みのう ちにもこもる剣を
171 ＃盤土神社（ い十市・ 阿戸（ 禅師峰寺の奥南国市 30 高知 146 う ごきなきためしもしるし岩土の　 神の守り のあらん限り は
172 卍峰寺 十市（ 禅師峰寺） 南国市 30 高知 146 夕日かげ峰てらせばや紅の　 つつじの花の色もことなる
173 飛鳥紅葉 十市（ 禅師峰寺） 南国市 30 高知 147 あかず見よきのふはう すく 今日より は　 明日か紅葉の名に染るかげ
174 月見崎 十市（ 禅師峰寺） 南国市 30 高知 147 月見崎みなみはれたる海原の　 波をのこさぬ影のさやけさ
175 水分谷 池（ 水分山） 高知市 35 高知 148 小山田の畦こすまでに堰入れて　 流れもたえぬ水分の谷
176 五台山 五台山 高知市 35 高知 148 春はなほ四方の入江もう ち霞み　 五つ台の山ののどけさ
177 三池 五台山（ 竹林寺境内） 高知市 35 高知 150 今宵しも月の光はみつ池の　 水の鏡にう つしてぞ見る
178 根桜 五台山（ 竹林寺境内） 高知市 35 高知 151 白雲の立へだたれるよそ目には　 色こそわかぬ桜咲く と も
179 吸江庵 五台山・ 吸江 高知市 35 高知 151 今もなほ音し音せぬふることを　 聞忍べども時雨てや行く
180 絶海 五台山・ 絶海 高知市 35 高知 153 いつはあれど波路霞みて春はなほ　 眺めに絶る海ののどけさ
181 大島 五台山・ 大島 高知市 35 高知 156 咲く 花も入江の波にう つろひて　 春の眺はなほ島の山
182 葛島 葛島 高知市 35 高知 156
183 鎌島 介良 高知市 35 高知 156 朝まだき葉におく 霜をう ち払い　 おしねかり 干す鎌島の里
184 鹿児崎 大津 高知市 35 高知 157 鹿児の崎むれ立つ松もあし田鶴も　 と もに千年の数ぞ尽せぬ
185 介良 介良 高知市 35 高知 157
186 古城 鉢伏山（ 花熊城： 横山城） 高知市 35 高知 157 吹く 風に立つもなびかぬ白雲は　 高根の花や咲きにけらし も
187 ＃朝峰神社 介良乙（ 介良山西麓） 高知市 35 高知 158 和らぐる光もそれと仰ぎ見よ　 朝たの峰に匂ふ日のかげ
188 土佐富士 介良（ 介良山： 小富士） 高知市 35 高知 159 土佐富士や煙にあらぬ霧たちて　 麓の稲は田子の浦波
189 希義塚 介良（ 源希義神社） 高知市 35 高知 159 言の葉にかけても跡をとへよとや　 松をしるしに残す古塚
190 下田 稲生 南国市 30 高知 159
191 古城 稲生（ 蛸森城） 南国市 30 高知 160 冬深く なり 行く ままにさえさえて　 置く やし も田の夜半の川風
192 蚊居田 里改田 南国市 30 高知 160 御仏の恵みも深きしるしをや　 しめち” が原の露に見てまし
193 片山 片山 南国市 30 高知 161 人とはぬかた山ざとの淋し さ も　 身のならはしに誰ながむらん
194 大津 大津 高知市 35 高知 161
195 古城 大津（ 天竺城： 大津御所） 高知市 35 高知 161 夕さればいとど涼しき秋風に　 稲葉の波の露もみだれて
196 男女手橋 大津（ 天竺城： 大津御所） 高知市 35 高知 162 立居にもつがひはなれぬをし鴨の　 男女手の橋のわたり にぞ鳴く
197 田部島 大津・ 田辺島 高知市 35 高知 162
198 古城 大津・ 田辺島 高知市 35 高知 163 打むれて立早乙女の数そふは　 ま菅の笠や水にう つろふ
199 篠原 篠原 南国市 30 高知 163 わけ行く も風ぞ涼しき夕立の　 過つる野辺の露の篠原
200 ▲衣笠山 稲生 南国市 30 高知 163 あかなく に明日もきてみん咲く 花の　 色に霞のきぬ笠の山
201 野田 上野田： 下野田 南国市 30 高知 164 暮はてし春の形見に忍ぶべき　 花のたもとはかへまく もをし
202 ▲祈年山（ と し甘枝（ 年越山） 南国市 30 高知 164 十廻り の花も待見ん年ごひの　 山の小松によはひ契り て
203 ＃祈年神社 甘枝（ 年越山） 南国市 30 高知 164 長かれとよはひにぞ曳く と しごひの　 神のしめ縄く り 返しても
204 小籠（ こごめ）小籠 南国市 30 高知 165 沢水の氷らぬほどもをし鴨の　 むれゐてあさる声ぞ寒けき
205 西和田 岡豊町常通寺島 南国市 30 高知 165 月かげの色も一つに氷るかと 　 見るも寒けき野路の夕霜
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206 中島 岡豊町中島 南国市 30 高知 165
207 古城 岡豊町中島 南国市 30 高知 165 言の葉を早く も水にかき流し 　 またく み添る桃のさかづき
208 吉田 岡豊町吉田 南国市 30 高知 166
209 古城 岡豊町吉田（ 吉田城趾） 南国市 30 高知 166 一枝は家づとにせん桜花　 よしたがしめし色香なり と も
210 八幡（ やはた）岡豊町八幡 南国市 30 高知 166 おもふどち袖引はへて梓弓　 八幡の山の花を見てまし
211 ％滝本滝 滝本（ 毘沙門滝） 南国市 30 高知 167 涼しさは行く るごとに滝つ瀬の　 糸にや人の寄らんとすらん
212 ＃殖田神社 植田 南国市 30 高知 167 曳はへてなほや仰がんみしめ縄　 直きを守る神のちかひを
213 久礼田 久礼田 南国市 30 高知 168 きのふまで暑さいとひし夏もく れ　 袂涼しき今朝の秋風
214 国府 国分 南国市 30 高知 168 郭公鳴く 方いづこふく る夜の　 寝ざめの空に過るひと声
215 ＃惣社 国分（ 国分寺境内） 南国市 30 高知 169 かしこしな国民草の末葉まで　 神の恵みは露ももらさ じ
216 比江 比江 南国市 30 高知 169
217 古城 比江（ 比江山城） 南国市 30 高知 169 山深み谷の岩がね掘かけて　 筧へう つす水のひきひき
218 紀貫之旧跡 比江 南国市 30 高知 170 く み忍ぶ紀の川上は遠けれど　 よよに流るる水茎の跡
219 月見松 比江 南国市 30 高知 171 ながめこし昔もさぞと松が枝に　 月は今宵もいざよひの影
220 野路 野中〜陣山（ 野中兼山新田南国市 30 高知 171 秋にけさ尾花の波も立ち添ひて　 露ちる野路の風の涼しさ
221 豊岡 岡豊町八幡 南国市 30 高知 172
222 古城 岡豊町八幡（ 岡豊城： 岡豊南国市 30 高知 172 今朝より は秋になるとよ岡のへの　 萩の葉そよぐ風ぞ身にしむ
223 ＃豊岡上天神社岡豊町常通寺島 南国市 30 高知 172 仰ぐぞよ秋の八束穂なびく まで　 豊岡山の神の恵みを
224 ＃豊岡八幡宮 岡豊町八幡（ 男山） 南国市 30 高知 173 濁り なき名に流れます石清水　 く みても神のちかひをぞしる
225 石清水川（ いわ岡豊町八幡（ 岩清川） 南国市 30 高知 174 言の葉にかけてもいはじ川なみに　 月見の松の影をう つして
226 笠川 笠ノ 川 南国市 30 高知 174 かきく もり 日かずほどふる五月雨に　 ますかみ笠の川波の音
227 亀岩 亀岩 南国市 30 高知 175
228 古城 亀岩（ 土居城） 南国市 30 高知 175 さざれ石のつもるその名や亀の岩　 いく 万代のかずも限らじ
229 立野 立野（ たづの） 大豊町 25 大栃 175 夕立ちの名残り の露を吹く 風に　 なびく も涼し野路のさゆり 葉
230 柳野 柳野 大豊町 25 大栃 175 よそに見るかげさへあかね浅みどり 　 誰すむ宿の青柳の糸
231 桃原 桃原 大豊町 25 大栃 176 尋ねてもなほ曳春かみちとせの　 名におふ花の桃原の里
232 小野 岡豊町小蓮 南国市 30 高知 176 よはひをもなをのばへみん十廻り の　 花の咲べき松に契り て
233 ＃小野神社 岡豊町小蓮 南国市 30 高知 176 おもへ身に何事をかは祈らまし 　 まことを守る神にむかひて
234 甫木 土佐山田町東川（ 穂岐山） 香美市（ 土20 高知 177
235 古城 土佐山田町東川（ 穂岐山） 香美市（ 土20 高知 177 蔦葛はひ松はれてう つぼきの　 枯たる後も紅葉をぞ見る
236 葛原 葛原 大豊町 25 本山 177 う き妻にあはぬ恨みを思ひかね　 まく ずが原に鹿や鳴らん
237 ▲国見峠 国見山（ 1089） 本山町／香26 本山 177 峰高み土佐の海原見渡せば　 限り も波に雲ぞたなびく
238 ▲下川峰 下川（ 登岐山1446） 土佐町 27 本山 178 春きても霞ながらへ消えのこる　 雪こそ見ゆれ下川の峰
239 ▲豊永山 寺内（ 豊楽寺薬師堂： 大田大豊町 25 本山 179
240 古城 太田（ 豊永城趾） 大豊町 25 本山 179 う ちもねで妻恋すとよながき夜を　 鳴あかしたる小男鹿の声
241 杉村 杉 大豊町 25 本山 180 神代より おなじ緑のかげ高み　 千代に枝さす杉の一もと
242 本山 本山 本山町 26 本山 180
243 古城 田井山北東麓（ 本山城） 本山町 26 本山 180 住めばなほおなじ う き世の塵つもる　 山の奥にも何かのがれん
244 吉野川 本川村〜大豊町 本山町 26 本山 181 吉野川岩切通し行く 川の　 はやく も人をおもひけるかな
245 ％裏見滝 和田村（ 成老〜能地） 土佐町 27 日比原 181 思ひなき袖さへあやにぬれにけり 　 裏見の滝の水結ぶとも
246 汗見 吉野 本山町 26 本山 182 越て行く をちかた人の跡みえて　 折敷のこす峰の椎柴
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247 売生野 瓜生野 本山町 26 本山 182 山高み吹風あらく なら柴の　 枯葉をさそふ音の寒けき

248 桑川 桑ノ 川 本山町 26 本山 182 冬く れば木の葉も水もかれ果てて　 淋し く 渡す岩の岩橋
249 布師田 布師田 高知市 35 高知 189
250 古城 布師田山（ 金山城） 高知市 35 高知 189 咲かけて波にぞさらす白妙の　 布師田川の岸の卯の花
251 ＃葛木男神社（布師田西谷 高知市 35 高知 190 誰とし も手向は知らぬゆふ霜の　 花をも神のぬさ と こそみれ
252 ＃葛木咩神社（葛木男神社へ合祀 高知市 35 高知 190 ゆふだすきかけてよはひも長かれと 　 猶葛木の神に祈らん
253 ＃都佐座神社（一宮しなね（ 土佐神社） 高知市 35 高知 190
254 古城 一宮（ 近藤城） 高知市 35 高知 192 和らぐる光は世々にます鏡　 く もらぬ神のちかひをぞ見る
255 久礼野 久礼野 高知市 35 高知 192 郭公そこと もわかず五月雨に　 ふり 出て鳴く 夕暮のそら
256 三谷 三谷 高知市 35 高知 192 暮行けば雲とと もにや立帰る　 誰山寺の苔の衣手
257 莇野（ あぞう の薊野 高知市 35 高知 193 をし鴨やあさ り しつらん今朝見れば　 沢のあさみの水のにごれる
258 秦泉寺里 秦泉寺 高知市 35 高知 193
259 古城 秦泉寺 高知市 35 高知 193 夕間暮雀すだく やなよ竹の　 ふしよき枝のねぐら尋ねて
260 久万村 久万 高知市 35 高知 193
261 古城 久万天満宮 高知市 35 高知 193 暮深きかげも霞の久万川に　 流てう かぶ春の夜の月
262 卍楽水寺 秦泉寺村？ 高知市 35 高知 194 かげう つる松のはひ枝の藤なみは　 世々池水のこすかとぞ見る
263 万々村 万々 高知市 35 高知 194
264 古城 万々（ 万々城趾） 高知市 35 高知 194 ふみ分けて今日こそつまめさえ帰り 　 雪ふるままのすずなすずしろ
265 福井 福井町 高知市 35 高知 195
266 古城 福井町（ 福井中城趾） 高知市 35 高知 195 川水はまだ氷らぬも嵐吹く 　 ゐぜきの波の音の寒けき
267 神森 円行寺（ 鴻ノ 森） 高知市 35 高知 195
268 古城 円行寺（ 鴻ノ 森城） 高知市 35 高知 195 鳴すてていづち行く らん一声は　 森の梢の山郭公
269 小高坂 城北町一帯 高知市 35 高知 196
270 古城 小高坂城 高知市 35 高知 196 見ても知れさかゆく 御代のしるしぞと 　 生添う 松の影の小高さ
271 井口 中須賀町一帯 高知市 35 高知 196
272 古城 永福寺山南東麓（ 井口城趾高知市 35 高知 196 松が枝になほ幾千代の春かけて　 咲匂ふらん藤なみの花
273 神田 神田 高知市 35 高知 197
274 古城 白土峠越え付近（ 神田南城高知市 35 高知 197 みがく れて蛙も鳴かう たかたの　 哀もよほす夕暮のそら
275 ＃鴨部神社 鴨部 高知市 35 高知 197 朝夕にたえぬ手向や神垣の　 榊に結ぶ霜のはなゆふ
276 柄杓田 塚ノ 原、 本宮町ほか 高知市 35 高知 197
277 古城 本宮町（ 柄杓田古城） 高知市 35 高知 197 早乙女のかざす小笠やまがふらん　 田面にあさる鷺の一むら
278 高知山 丸ノ 内（ 大高坂山： 高知城高知市 35 高知 198 万代をかけてあふがん高知山　 雲井にみゆる峰の松が枝
279 国沢 堺町一帯 高知市 35 高知 198
280 古城 要法寺町（ 国沢城） 高知市 35 高知 198 あかずなほ千とせをかけて契らばや　 国沢の辺にすだく 友鶴
281 巴縄手 農人町 高知市 35 高知 199 とぶ雁もと もにう つり て行く 水の　 巴縄手をめぐる月かげ
282 潮江村 梅ノ 辻、 竹島ほか 高知市 35 高知 199
283 古城 潮江（ 真如寺山の頂） 高知市 35 高知 199 潮江の川瀬の水にう つろひて　 みちねどすめる長月の影
284 鏡川 鏡川流域 高知市 35 高知 200 夕汐のこすかと見えて鏡川　 波も巴の縄手にぞ満つ
285 ＃天神社 天神町（ 潮江天満宮） 高知市 35 高知 201 天満る神の恵みも今日ここに　 さ してぞ仰ぐ梅の花笠
286 ▲恋敷山 小石木町（ 筆山西麓） 高知市 35 高知 201 長き夜を鳴こそあかせいかばかり 　 妻や恋しき山の小男鹿
287 ▲宇津野山 孕西町付近 高知市 35 高知 202 樵はこぶ薪に花を折添て　 かへさの路をう たふ山人
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288 尾立（ ひじ ） 尾立 高知市 35 伊野 202
289 古城 尾立城 高知市 35 伊野 202 山里の人めかれ行く ほどみえて　 霜に跡なき谷の通ひ路
290 朝倉 朝倉、 曙、 若草町一帯 高知市 35 伊野 202
291 古城 城山（ 朝倉城： 重森城） 高知市 35 伊野 202
292 ＃朝倉神社 朝倉（ 赤鬼山南麓） 高知市 35 伊野 203 かはらじな天津神代の色はえて　 朝倉山にしげる榊葉
293 木丸殿旧跡 朝倉（ 朝倉神社） 高知市 35 伊野 203 夜をこめて朝倉山の郭公　 なれも初音を名のり てや行く
294 苅萱関（ かるか朝倉 高知市 35 伊野 208 いたづらに名をのみ止めて今はただ　 茂るま草や苅萱の関
295 ▲盤瀬山（ いわ朝倉（ 鵜来巣山） 高知市 35 伊野 209 今朝より は木の葉時雨て冬きぬと 　 いはせの山の風の寒けさ
296 仮庵崎 苅屋崎 高知市 35 伊野 210 草枕かり ほが崎の旅寝には　 夢も結ばぬ袖の露けさ
297 小町越 針木 高知市 35 伊野 210 う なひ子の草苅笛の音のみして　 行く かた見えぬ山の下路
298 男女湊（ おめ） 高知市 35 伊野 211 よそに聞く 声も寒けし朝倉や　 男女の湊の夜半のをし鴨
299 比佐古 針原 高知市 35 伊野 211 咲く 色もなほ言の葉の種なれや　 ひさごの里の夕顔の花
300 行川 行川 高知市 35 伊野 211
301 古城 高知市 35 伊野 212 いつしかと夏はきのふに行川の　 波も涼しき今朝の秋風
302 成山 伊野町成山 いの町 40 伊野 212 わけなれぬ谷のかけち” の夕間暮　 心細く もなる山の奥
303 梅木里 鏡村梅ノ 木 高知市（ 鏡37 伊野 212
304 古城 鏡村梅ノ 木（ 梅木城） 高知市（ 鏡37 伊野 212 春はなほたづねや見まし鶯の　 声をしるべの梅の木の里
305 益原（ ましはら鏡村増原 高知市（ 鏡37 伊野 213 土佐山の松の千年にく らべても　 よはひの数はます原の里
306 今井 鏡村今井 高知市（ 鏡37 伊野 213
307 古城 今井、 狩山の境 高知市（ 鏡37 伊野 213 名残おもふ春のかたみや散り て今　 井関にかかる花の白波
308 白石 鏡村白岩 高知市（ 鏡37 伊野 214
309 古城 鏡村白岩 高知市（ 鏡37 伊野 214 いづこぞと問はでもそれと志ら石の　 里の名やおく 霜に見てまし
310 都野 宮古野 土佐町 27 本山 215 柴のゆかり ばかり か一しほに　 名もなつかしき都野の萩
311 和田 和田 土佐町 27 本山 215
312 古城 和田・ 愛宕山（ 和田城） 土佐町 27 本山 215 吹風に散るともよしや花の香は　 たもとに深く とめて忍ばん
313 ▲鬼城山 上小南川・ 下小南川（ 東門大川村 28 日比原 216 岩たたむ山の奥さへ浮世ぞと 　 住鬼すらもわびて出でけん
314 ▲稲村山 稲叢山（ 1506） いの町（ 本42 日比原 217 池水にかげをう つして誰か見ん　 稲村山の秋の夜の月
315 剣が滝 上中切の対岸（ 小金滝） 大川村 28 日比原 218 石ばしる水もいつしかつららゐて　 剣が滝と見るぞ寒けき
316 ▲手箱山 手箱山（ 1807） いの町（ 本42 石鎚山 218 山彦のひびきを添てふたかたに　 鳴く や手箱の山の小男鹿
317 ▲矢筈山 筒上山（ 1859） いの町（ 本42 石鎚山 218 弓はり の月もいるまや郭公　 矢筈の山を出て鳴らん
318 ▲白髪山 汗見川源流（ 1470） 本山町 26 本山 221 年ふり し白髪の山の雪を見て　 我いただきを思ひあはする
319 土佐山 222 見るがう ちに松も桧原も音たてて　 時雨をさそふ土佐の山風
320 土佐海 223 朝日かげさし も見渡す土佐の海の　 沖つ波間の紀路の遠山
321 二名島 四国の古名 225 いつはあれどたぐひも波の玉櫛笥　 ふたなの島の春の曙
322 浦戸 浦戸 高知市 35 土佐長浜 229
323 古城 浦戸 高知市 35 土佐長浜 229 蜑小舟夜深く 出て明やらぬ　 浦戸の沖にかがり たく らじ
324 桂浜 浦戸 高知市 35 土佐長浜 230 桂浜月の出汐に行船の　 跡にみませの浦の追かぜ
325 糠塚 長浜 高知市 35 土佐長浜 231 う き人はそれと知らぬか束の間も　 忘れず胸にく ゆるけぶり を
326 御座浦 御畳瀬 高知市 35 土佐長浜 231 立帰り 又もみませの浦波に　 宿るも霞む春の夜の月
327 長浜 長浜 高知市 35 土佐長浜 232
328 古城 長浜 高知市 35 土佐長浜 232 幾千とせ重ねてを見ん長浜の　 松に群れゐる鶴の毛ごろも
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329 ＃宇賀社 長浜 高知市 35 土佐長浜 232 みしめ縄かけてぞ頼む一筋に　 直きを守る神のちかひを
330 卍天甫寺（ てん長宗我部菩提寺（ 雪蹊寺） 高知市 35 土佐長浜 233 白露のおき出て行ば朝日野に　 有明の月の影ぞのこれる
331 梭島（ さ ） 横浜（ 航路障害で爆破） 高知市 35 高知 233 涼しさに立出て見れば波のあや　 織るや梭島の山の夕風
332 玉島社 玉島弁財天 高知市 35 高知 234 今もなほたえぬ光を仰ぐかな　 玉の名におう 島の神垣
333 玉島 横浜（ 矢箆（ やの） 島： 巣高知市 35 高知 234 笹の葉に結びもとめぬ夕露の　 玉島山の風ぞすずしき
334 都津岐島 横浜 高知市 35 高知 235 う ごかじな限り も波の末かけて　 御代はつづきの島の岩が根
335 岐留加島 横浜 高知市 35 高知 235 和田海の波ものどかに春立ちて　 霞の衣きるが島山
336 岐奴加島 横浜（ 裸島） 高知市 35 高知 235 いつしかと入江の波も秋深み　 夜寒ぞまさるきぬの島山
337 竹加島 竹島町 高知市 35 高知 236 見る人も心のとまる竹が島　 雀貝をぞ此所にひろはん
338 袂岩 御畳瀬 高知市 35 土佐長浜 236 土佐の海袂の岩も見ぬ人に　 かたり 伝へて家づとにせん
339 阿古女洋（ あこ横浜（ 袙浦） 高知市 35 高知 237 夕汐にあこめのなだを漕出て　 月を桂の浜にこそ見れ
340 ▲孕山 ▲西孕山 高知市 35 高知 237 若草のつまやこもれる海近き　 孕の山にきぎす鳴なり
341 二淀川 240 年なみの流れてはやき月も日も　 二淀の川のよどむともなし
342 吉原 芳原 高知市（ 春36 高知 241
343 古城 芳原城（ 木津賀城） 高知市（ 春36 高知 241 一むらはよしはらふとも風はやみ　 またや時雨ん月の浮雲
344 木塚 西分 高知市（ 春36 伊野 242 夕雀ねぐらあらそふ呉竹の　 いづれの枝か臥しよかるらん
345 古城 西分・ 長谷（ 木塚城趾） 高知市（ 春36 伊野 242
346 ＃伊勢宮 西分 高知市（ 春36 伊野 242 榊葉にかかれる月のかげをこそ　 神代のままの鏡とも見め
347 秋山 秋山 高知市（ 春36 須崎 242 露時雨ふるにみさほはあらはれて　 げに色かへぬ秋山の松
348 森山 森山 高知市（ 春36 須崎 243
349 古城 森山 高知市（ 春36 須崎 243
350 吉良森城 弘岡上大谷（ 弘岡城） 高知市（ 春36 伊野 243 よそにのみ聞も寒けし小夜ふけて　 木葉しぐるる森の山風
351 池浦 新居池ノ 浦 土佐市 45 須崎 244 春霞う な原遠く 立こめて　 風のどかなる池の浦なみ
352 弘岡 弘岡上 高知市（ 春36 伊野 244
353 古城 弘岡上（ 弘岡城） 土佐市 45 伊野 245 呉竹の千尋をかけて引糸の　 長く 絶せぬ星合の空
354 伊野 伊野 いの町 40 伊野 246 よいの間はかかげし窓の灯を　 そむけてぞ見る夜半の月影
355 ＃天右門別安国神谷 いの町 40 伊野 248 仰げ猶ひく しめ縄の末ながく 　 国やすかれと守るちかひを
356 片岡 片岡 越知町 48 伊野 248
357 古城 片岡 越知町 48 伊野 248 山遠く わけこしかたをかへり 見て　 雲ち” のよそにしたふ故郷
358 柳瀬 柳瀬 いの町 40 伊野 248 青柳のみどり ぞ深き谷川の　 水の底にもかげをう つして
359 故郷山 249 さ られだに思ひも忍ぶ旅の空　 忘れぬものをふるさ との山
360 清水滝 清水上分（ 程野の滝） いの町（ 吾41 比日原 249 御仏のちかひはよよに流れても　 濁らぬ法の清水の滝
361 神川 上八川 いの町（ 吾41 伊野 250 誰か此神の名におふ川岸に　 かけてぞ祈る波の白ゆふ
362 保土野 清水上分・ 程野 いの町（ 吾41 比日原 251 故郷の人に見せばや旅衣　 露にやつれしこのほどの袖
363 高岡 高岡 土佐市 45 須崎 257 雪にけさ跡こそ見ゆれふみわけて　 高岡のへに若菜つむらし
364 卍清滝寺 高岡 土佐市 45 伊野 257 さ らでだに木陰はく らき雲鳥の　 帰る夕べの山の下みち
365 蓮池 蓮池 土佐市 45 須崎 258 見れば先心の月の雲はれて　 涼しき法の蓮池の水
366 古城 蓮池城 土佐市 45 須崎 258
367 ＃土佐郡鴨部神社 土佐市 45 259
368 卍戸波積善寺 本村 土佐市 45 須崎 259
369 ＃宗我神社 波川（ 蘇我神社） いの町 40 伊野 260 祈れ猶ゆふしめ縄をく り 返し 　 引手に神もなびかざらなん
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370 渡地蔵 日下中村 日高村 46 伊野 260 世はかり のためしを見せて御仏の　 日毎にかはる宿り なるらん
371 古城 下分 日高村 46 伊野 261
372 土岐城 日下（ 日下城趾） 日高村 46 伊野 261
373 鬘懸（ かずらか日下（ 葛掛古城趾） 日高村 46 伊野 262 色も香もあかぬ桜の花かづら　 かけてや千代の春を契らん
374 ＃小村神社 下分小村 日高村 46 伊野 262 瑞がきにゆふしめ縄を曳はへて　 こめし祈り を神はもらすな
375 大花村 能津・ 大花 日高村 46 伊野 262 今宵なほ枕に霞む月も見ん　 花の名におふ里の旅寝に
376 ▲莫越山（ なご名越屋 日高村 46 伊野 263 はらへして帰るさ涼しなごし山　 峰にや秋の風通ふらし
377 岩目地 岩目地 日高村 46 伊野 265 身のあだとはてには言はめ契り しに　 あらぬつらさを何か恨みん
378 二野 二ツ野 佐川町 47 伊野 266 露時雨松に紅葉を染わけて　 二つ野山の錦をぞ見る
379 佐川 佐川 佐川町 47 須崎 266
380 古城 佐川（ 松尾城） 佐川町 47 須崎 266 桜咲春は訪ひ見ん山深く 　 つづら折なる坂は越ゆとも
381 卍猿丸寺 佐川・ 春日（ 乗だ台寺） 佐川町 47 須崎 267 分け入り て御法の流れ結ばばや　 う き世の塵をさる丸の寺
382 ▲別府山 仁淀川上流全域 上土居 268 故郷をへだつや幾重かへり 見る　 山より 山の末の白雲
383 古城 野老山（ 横倉山北麓） 越知町 48 上土居 268
384 三野 佐川町 47 268 今朝見れば降り 積む雪の寒けさに　 みの打きつつ通う かち人
385 宇佐浦 宇佐 土佐市 45 須崎 270 此ほどは見る目も絶て忘らるる　 う さの恨みは言ふかひもなし
386 萩野浜 宇佐・ 萩野浜海水浴場 土佐市 45 須崎 270 こきまぜに咲く かと見えでこす波の　 花も秋なる萩の浜かぜ
387 福島浦 宇佐・ 福島 土佐市 45 須崎 270 白波の花も霞みの立こめて　 長閑に風のふく 島の浦
388 出間里 出間 土佐市 45 須崎 270 郭公声もいざよふ山の端に　 月出る間の里の夕やみ
389 岩戸 岩戸 土佐市 45 須崎 271 限らじなよはひの数はさざれ石の　 岩となるまで積る行すゑ
390 土佐入江船違 浦ノ 内 土佐市 45 須崎 272 人をのみ思ひ入江の船違い　 何時逢ふこと も波にこがれて
391 鳴海 浦ノ 内 須崎市 50 須崎 273 友船もいざ苫おふへ風はやみ　 雨になるみの沖のう き雲
392 ＃鳴海宮 出見（ 鳴滝八幡宮） 須崎市 50 須崎 273 吹く 風も静かなるみの神垣や　 榊にかかる雪のしらゆふ
393 沼山牧 浦ノ 内 須崎市 50 273 沼山の牧は入江の遠からで　 波にも駒の立かとぞ見る
394 ＃無音宮 浦ノ 内（ 鳴無神社） 須崎市 50 須崎 274 波風もしづかなる世を守るとて　 名にながれます音なしの神
395 卍無音宮別当千春日山千光院阿弥陀寺 須崎市 50 275 苔衣露けかるらし し きみつむ　 山下水をあかに結びて
396 無音里 浦ノ 内 須崎市 50 275 白波の花も霞みて音なしの　 浦のどかなる春の曙
397 ▲竜御山 宇佐・ 竜 土佐市 45 須崎 276 夕日かげさし もつつじの色添て　 赤木の山や名に照すらん
398 戸波谷 本村 土佐市 45 須崎 277
399 古城 江良山 土佐市 45 須崎 277 山深み人も通はぬほど見えて　 苔に跡なき谷のかけみち
400 能見 野見 須崎市 50 須崎 278 あさ り せし水も氷り て白鷺の　 みの毛乱るる風の寒けさ
401 打山 土崎 須崎市 50 須崎 278 宿かれどいぬもやられぬ麻衣　 う ち山陰のあまの苫やに
402 大崎神小浜 須崎市 50 279
403 神が小島 須崎市 50 279 大崎の神が小浜に船とめて　 浪にう つろふ月をみてまし
404 須崎川 新荘川 須崎市 50 須崎 281 すさき川水の浅瀬やしら鷺の　 おり ゐる方を渡るかち人
405 鏡川 新荘川 須崎市 50 須崎 281 う つし見る影も恥し鏡川　 あだに流るるおのが年なみ
406 羽山 新土居 津野町（ 葉51 新田 283
407 古城 姫野々城 津野町（ 葉51 新田 283 涼しさはかげ見るほども夏草の　 繁る羽山の短夜の月
408 竹原 竹原 中土佐町（ 53 窪川 284 万代も限らぬ御代のためしには　 いや栄ふべき竹原の里
409 藍野川 吾井郷 須崎市 50 須崎 285 すずし さは影をう つして青柳の　 緑も深き藍の川水
410 梼原 梼原 梼原町 52 梼原 286 今朝行けば夜の間の雨の跡見へて　 雫ぞ深き山の下柴
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411 古城 梼原字壇願（ 梼原城） 梼原町 52 梼原 286
412 津野山 梼原： 東津野 梼原 287 白雲のかかる深山の下庵は　 浮世の外とよそにもや見ん
413 ▲鳥形山 仁淀村 仁淀川町（ 49 新田 288 降雪にねぐら尋ねて夕すがら　 鳥形山をめぐり てぞ鳴く
414 藤川 藤ノ 川 四万十町（ 55 窪川 289 咲かけてう つろふからに紫の　 色なほ深き藤の川なみ
415 天川 天ノ 川 四万十町（ 55 窪川 289 数あまた影をう つして天の川　 もゆる蛍や星と見ゆらん
416 柿木山 仁井田 四万十町（ 55 窪川 290 山里は夕入雲にう づもれて　 柴の煙の末もわかれず
417 茂串 茂串町 四万十町（ 55 窪川 290
418 古城 茂串山 四万十町（ 55 窪川 290 世の業のしげく しあれば心にも　 まかせぬ中ぞう と く なり にき
419 小松村 （ 東川角） 四万十町（ 55 窪川 291 姫小松う つし植てや今日より は　 ふせ屋のつまに千代を契らん

420 ＃仁井田五社 仕出原（ 高岡神社） 四万十町（ 55 窪川 291 此山の五つの社あと しめて　 国やすかれと守る神がき
421 窪川 窪川 四万十町（ 55 窪川 293
422 古城 四万十町（ 55 窪川 293 のがれては市の住居も山里も　 空し心のかく れがにして
423 西原 西原 四万十町（ 55 窪川 294
424 古城 西原 四万十町（ 55 窪川 294 夕ごり の雲かとみればたく 柴の　 煙ぞく ゆる遠の山里
425 寺森 寺野 四万十町（ 55 窪川 294 杣木こる斧のひゞ きはそこと し も　 いかでことふる谷の山彦
426 川口 南川口 四万十町（ 55 窪川 295 さ らでだに流れてはやき月影を　 川瀬の水に映してぞ見る
427 秋丸 秋丸 四万十町（ 55 窪川 295 さびし さは草のは山に置く 露の　 玉も乱るる秋の夕風
428 埜地 野地 四万十町（ 55 窪川 295 よなよなの露の宿り もいかならん　 秋風そよぐ野地の萩原
429 若井 若井 四万十町（ 55 窪川 295 真柴たく 煙にもみつ山賊の　 世渡る業の心細さは
430 峰の上 峰ノ 上 四万十町（ 55 窪川 296 越て行く をち方人の跡見へて　 折敷のこす峰の椎柴
431 ▲畑焼山 焼坂 須崎市／中54 久礼 296 積り こし雪もいつしかとけ初めて　 早蕨もゆるはたのやけ山
432 ▲久礼山 久礼坂 四万十町／55 窪川 296
433 古城 久礼（ 城山・ 久礼城） 四万十町／55 窪川 296 袖はへて長き春日もあかず猶　 久礼の山路の花をこそ見れ
434 上加江 上ノ 加江 中土佐町 54 窪川 299 朝凪ぎにあびきせんとや夜をこめて　 友船よばふ蜑のいとなみ

435 志和 志和 四万十町（ 55 窪川 299 ぬぎ更る別れもつらし花染の　 袂を春のかたみと思へば
436 鶴 小鶴津・ 大鶴津 四万十町（ 55 窪川 299 行末は千代に八千代に相生の　 松によはひを契るとも鶴

437 #槿花宮 志和（ 志和天満宮に合祀） 四万十町（ 55 窪川 300 咲いづる花もやつみて朝顔の　 名におふ神のぬさに手向けん
438 伊与木 佐賀町（ 伊与喜） 黒潮町（ 佐57 土佐佐賀 305
439 古城 佐賀町フルシロ 黒潮町（ 佐57 土佐佐賀 305 さ らでだにへだたる物を旅衣　 たちこし方の山の夕霧
440 鈴 佐賀町鈴 黒潮町（ 佐57 土佐佐賀 306 御祓する川瀬の波の涼しさは　 はや水かみに秋や立つらん
441 佐賀 佐賀町佐賀 黒潮町（ 佐57 土佐佐賀 306
442 古城 佐賀町佐賀 黒潮町（ 佐57 土佐佐賀 306 忘れきや軒にふるまふ笹がにの　 いとかき絶てく るよし もなし
443 畑野 大方町御坊畑 黒潮町（ 大58 大用 308 菫咲く 畑野の原の夕雲雀　 なれもゆかり の草に臥すらし
444 入野 大方町入野 黒潮町（ 大58 土佐中村 308 今も猶此里ばかり 忍び音も　 鳴かで有井の山郭公
445 有井川 大方町有井川 黒潮町（ 大58 土佐佐賀 313 古言は今にながれて有井川　 音にこそたてね山郭公
446 ＃加茂神社 大方町入野東浜 黒潮町（ 大58 土佐中村 315 朝日かげのどかに匂ふ花の香も　 神の社は一入にして
447 橘川 大方町橘川 黒潮町（ 大58 大用 315 橘の名をなつかしみ郭公　 川瀬の波におちかへり なく
448 藤村 藤 四万十市 60 大用 316 春深く なり 行く ままに咲かけて　 波のあや織る藤のむらさき
449 秋田 秋田 四万十市 60 大用 316 秋の田の初かり がねも鳴渡る　 稲葉の波の寄るぞ凉しき
450 安並 安並 四万十市 60 大用 317 宵よひにぬるとはすれど草枕　 夢も結ばぬ旅ぞ物う き
451 古城 安並城 四万十市 60 大用 317



土佐一覧記／掲載順

ページ 12

掲載順 一覧記地名 現在の地名 所在地コード形図1:500覧記ペー 和歌①春＝サーモンピンク
452 卍石見寺 安並 四万十市 60 大用 317 かへり 見るほどもはるけし旅衣　 幾重の山か越てきぬらん
453 蕨岡 蕨岡 四万十市 60 大用 317 色も猶あかぬゆかり を懐しみ　 蕨の岡に菫をぞつむ
454 岩田 岩田 四万十市 60 大用 317 思ふこと色にも出でずいつまでか　 えこそ岩田の里のく ちなし
455 敷地 敷地 四万十市 60 大用 318
456 古城 四万十市 60 大用 318 姫小松宿に移して行末の　 久しき千代の縁をや見ん
457 ▲茶臼森 仁井田 四万十町（ 55 窪川 318 風はやみ時雨て行く か瓦越　 茶臼が森に雲ぞたなびく
458 中村 中村 四万十市 60 大用 319 何処ぞと問わずとも知れ前う しろ　 二つの川の中村の里
459 古城 丸の内（ 為松公園） 四万十市 60 大用 319 立帰り 昔の春ぞ忍ばるる　 咲かず匂はぬ藤なみの跡
460 不破 四万十市 60 土佐中村 321 ばせを葉も破らぬ風ののどけさを　 仰ぎてなびく 御代の民草
461 四万十川 四万十市 60 土佐中村 323 照る月の影も流れて澄み渡り 　 川瀬すずしき夜半の秋風
462 角崎 角崎 四万十市 60 土佐中村 323 かり 初の草の莚をかた敷きて　 旅寝はう し の角崎の里
463 鍋島 鍋島 四万十市 60 土佐中村 324
464 古城 四万十市 60 土佐中村 324 夕露の玉かづらし て女郎花　 まがきに立てる色ぞなまめく
465 ＠伊屋 双海 四万十市 60 土佐中村 324 朝毎にいやはつ花の咲そふや　 妹がしめつる宿の床なつ
466 下田 四万十市 60 土佐中村 325 し もだにも置かぬ浦わに年をへて　 などか雪をもかづく 蜑人
467 ＠枚田 平田 宿毛市 90 土佐中村 326 夕間暮ひら田のく ろにいる鷺の　 みの毛しほれて村雨ぞふる
468 ＃高知座神社 平田・ 戸内 宿毛市 90 土佐中村 326 かしこしななべてへだてぬ民草の　 塵にまじはる神の恵みは
469 生川（ おいかわ生ノ 川 四万十市 60 土佐中村 327 幾千代かいきの川辺にゐる鶴の　 よはひをかけて契ると し波
470 芳奈 山奈町芳奈 宿毛市 90 土佐中村 327
471 古城 宿毛市 90 土佐中村 327 さ り とても名残ぞ思ふ旅枕　 結びとむべき習ひならねど
472 寺山 平田町 宿毛市 90 土佐中村 327 わけ入り て御法の跡を訪ひみるも　 心すずしき寺の山風
473 藤林寺山 平田・ 戸内 宿毛市 90 土佐中村 328 行く かたも暮と告げて夕鳥　 なれもねぐらの林にぞ鳴く
474 森沢 森沢 四万十市 60 土佐中村 328 かり 枕夢も結ばず草の庵　 露もり 沢に旅寝しつれば
475 山路 山路 四万十市 60 土佐中村 328 夕間暮山路しぐれて行く 雲の　 跡吹送る風のさむけさ
476 ＠伊津多 伊豆田坂 四万十市／60 土佐中村 329 鶯や鳴て告ぐらん春はいつ　 たつともわかぬ山の下庵
477 ＃伊津多神社 下ノ 加江市野瀬 土佐清水市80 土佐中村 329 道しあらば神はう けなんゆふだすき　 かく る祈の数はますとも
478 津蔵淵 津蔵渕 四万十市 60 土佐中村 329 谷川の岸の山梨かげみへて　 岩にせかるる波ぞ立そふ
479 正木 （ 間崎） 四万十市 60 土佐中村 330 色かへぬ常磐の松に幾秋か　 正木の葛かけてう つろふ
480 亀川 亀ノ 川 三原村 86 土佐中村 330 万代もと もに住むべきためしには　 亀の川べにあさるひな鶴
481 岩間 岩間 四万十市（ 59 大用 331 秋風も下にやはよぶ岩間ゆく 　 谷の清水の音の涼しさ
482 石原 小筑紫・ 石原 宿毛市 90 宿毛 331 石原やともに行ききはかたく と も　 心斗り は絶ず通はん
483 伊南 渭南地域（ 以南） 土佐清水市80 土佐清水 331
484 布浦 布 土佐清水市80 土佐中村 333 沖かけて見ればさながら白妙に　 波のおり なす布の浦風
485 下茅浦 下ノ 加江 土佐清水市80 土佐中村 333 朝ぼらけ霞める波を漕分けて　 ほのぼのみゆる沖の釣舟
486 雲母 久百々 土佐清水市80 土佐中村 334 旅の空そなたと忍ぶ故郷を　 雲も霞も立なへだてそ
487 ＠当麻 三崎 土佐清水市80 土佐清水 334 わきて見る影もさやけし村雲の　 たへまもり 出る秋の夜の月
488 ＠逢気 大岐 土佐清水市80 土佐中村 335 かひなしや逢気の浦は名のみして　 見る目も波に焦れ行く 身は
489 窪津 窪津 土佐清水市80 土佐清水 335 海原や波路夜深く 霧こめて　 ほのかに見ゆる蜑の漁火
490 ▲蹉跎山 足摺岬 土佐清水市80 土佐清水 336 見ても知れしるしの塚の苔の下に　 埋もれぬ名の残るためしを
491 由流岐石 土佐清水市80 土佐清水 340 石だにも押手にゆるぐ誓ひあれば　 頼む願ひの叶はざらめや
492 涙浜 土佐清水市80 土佐清水 340 逢ふこと も涙の浜に立つ波の　 かけて幾夜かう らみわたらん
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493 ＠鯨野（ いさの足摺岬伊佐 土佐清水市80 土佐清水 341 世の中をう みわたるとや磯菜つみ　 あびき釣するいさの蜑人
494 松雄 松尾 土佐清水市80 土佐清水 341 春ごとに子の日の松を植添て　 幾十廻り の花やまちみん
495 清水 清水 土佐清水市80 土佐清水 342 影う つす越の清水はにごらねど　 おぼろに見ゆる春の夜の月
496 ＠越水海 清水浦・ 越 土佐清水市80 土佐清水 342 いつしかと思ひわたり て年月を　 越の水海見る目さへなし
497 加久見 加久見 土佐清水市80 土佐清水 343
498 古城 加久見城 土佐清水市80 土佐清水 343 鶯や鳴いて恋ふらん春はいつ　 立つともわかぬ山の下庵
499 ＠猿野 下益野 土佐清水市80 土佐清水 343 声立てて猿な鳴そかく てよに　 つながるる身は同じ思ひぞ
500 三崎浦 三崎 土佐清水市80 土佐清水 344 島山やおち帰り 鳴く 郭公　 波のたへまに声ぞ聞ゆる
501 千尋崎 三崎 土佐清水市80 土佐清水 344 かけて猶松にも契れ年の数　 千尋が崎の蜑のたぐ縄
502 竜串 三崎 土佐清水市80 土佐清水 344 いつはあれど波も霞みて立串の　 浦のどかなる春の曙
503 桜浜 土佐清水市80 土佐清水 345 立帰り また拾はばや波よする　 桜の浜の梅の花貝
504 龍門石 土佐清水市80 土佐清水 346 立串の浦にその名をたつの門　 あやしき石の姿をぞみる
505 布曳石 土佐清水市80 土佐清水 346 立帰り またも来て見ん土佐の海の　 波に晒らせる布曳の石
506 鏡石 土佐清水市80 土佐清水 346 はづかしな我年波は立串の　 浦の鏡の石を見るにも
507 礫石 土佐清水市80 土佐清水 347 う なひ子が礫の石の打もねで　 名を立串のう らみこそませ
508 猿石 土佐清水市80 土佐清水 347 磯山の影とはなしに立串の　 浦にましらの石をこそみれ
509 蚫石 土佐清水市80 土佐清水 347 う き恋のためしにと見れば立串の磯の蚫の石もう らめし
510 唐獅子石 土佐清水市80 土佐清水 347 石の面に見ぬもろこしのけものまで　 いかにう つして立串の浦
511 男鹿石 土佐清水市80 土佐清水 347 いかばかり 妻恋わびて立串の　 磯の男鹿の石となり けん
512 夢浮橋石 土佐清水市80 土佐清水 347 見し後も面影にのみ立串や　 磯の岩間の夢のう きはし
513 甲石 土佐清水市80 土佐清水 348 梓弓やしま治る御代に今　 かぶとも石と誰かすてけん
514 竹石 土佐清水市80 土佐清水 348 年浪や幾世ふり ぬる立串の　 浦はの竹の石となるまで
515 亀石 土佐清水市80 土佐清水 348 名のみ聞く よもぎが島を立串の　 岩根の亀にたぐへてぞみる
516 御月崎 才角（ 月宮殿月山） 大月町 85 土佐清水 350 見れば猶すずしき法の山風に　 心の月の雲もはれ行く
517 月浦 才角 大月町 85 土佐清水 350 山高みかげは麓の海かけて　 見る目も清き月の浦波
518 香椎浦 樫ノ 浦 大月町 85 柏島 351 白波の花も霞みて朝日かげ　 匂ふ香椎の浦ののどけさ

519 周防潟 周防形 大月町 85 柏島 351 いさな取土佐にはあれど周防潟　 名を珍らしみ拾ふ色貝

520 小間目浦 古満目 大月町 85 柏島 351 朝ぼらけおのが浦う ら漕ぎ出て　 友舟よばふ蜑のいとなさ

521 柏島 柏島 大月町 85 柏島 352 行き暮ておぼつか波に宿とへば　 柏島てふ名さへなつかし
522 竜島 蒲葵島 大月町 85 柏島 352 沖遠く そこと知られて夕立の　 雲の浮波たつの島山
523 神島 幸島 大月町 85 柏島 352 神島や誰が神祈るわざならし 　 波の白ゆふかけぬ間もなし
524 沖島 沖ノ 島 宿毛市 90 宿毛 353 千鳥なく 声ばかり して夕間暮　 おぼつかなみの沖の島山
525 天地浦 安満地 大月町 85 柏島 354 春は猶四方に霞も立ちこめて　 天地の浦の波ののどけさ

526 大島 大島 宿毛市 90 宿毛 354
527 橘浦 橘浦 大月町 85 柏島 354 郭公尋ねてや鳴く たち花の　 う ら珍しき袖の匂ひを
528 鐙浦 泊浦 大月町 85 宿毛 356 乗る駒の鐙の浦を今朝行けば　 波のう ちよる音ぞ名におふ
529 弘瀬島 沖ノ 島 宿毛市 90 宿毛 357 朝まだき弘瀬の島も霧こめて　 おぼつか波に呼ばふ友船
530 姫島 姫島 宿毛市 90 宿毛 357 立へだつ波路はるけし土佐の海や　 弘瀬の沖に霞む姫島
531 榊浦 小筑紫町栄喜 宿毛市 90 宿毛 358 行ゆく や路守る神に手向せん　 榊の浦の波のしらゆふ
532 福良 小筑紫町福良 宿毛市 90 宿毛 358 時雨にもそまでつれなき松が枝を　 など木枯の風や吹く らん
533 小筑紫 小筑紫 宿毛市 90 宿毛 358 小筑紫の浦に植置く 松が枝に　 神の昔を今も忍びて



土佐一覧記／掲載順

ページ 14

掲載順 一覧記地名 現在の地名 所在地コード形図1:500覧記ペー 和歌①春＝サーモンピンク
534 水茎岡湊 竜串 土佐清水市80 土佐清水 359
535 筆海 宿毛市 90 宿毛 359 筆の海に世渡る蜑や水茎の　 岡の湊にもしほかく らん
536 鼓浦 小筑町小浦 宿毛市 90 宿毛 361 名にしおふ鼓が浦の磯枕　 波のよるよる打ちもねられず
537 伊与野 小筑紫町伊与野 宿毛市 90 宿毛 362 心して猶かり 残せま草とる　 賤か行手の野辺の村萩
538 古城 小筑紫町北伊与野 宿毛市 90 宿毛 362
539 ＠湊浦 小筑紫町湊 宿毛市 90 宿毛 362 泊るべき湊も知らず今日暮れて　 行く 年波の名残をぞおもふ
540 ＠内浦 外ノ 浦 宿毛市 90 宿毛 362 如何にせん言ふも甲斐なし言はでのみ　 思ふ心の内のう らなみ
541 呼崎 小筑紫町呼崎 宿毛市 90 宿毛 363 まだ知らぬ旅にしあれば我が為に　 呼ぶにはあらじ呼崎の里
542 上山 大正 四万十町 56 田野々 365 山里の物さびし さはま柴焼く 　 けぶり も雲にまがふ夕暮
543 ▲矢立森 （ 下津井） 四万十町 56 田野々 366 かり 人の矢立の森を分け行けば　 妻こもるとや鹿ぞ鳴なる

544 長生 長生 四万十市（ 59 田野々 366 我よはひく らべてもみよ千尋ある　 かげもながふの里の呉竹
545 止止路岐 轟 四万十町 56 田野々 367 そよふけに夢も結ばず嵐吹く 　 夕とどろきの里の旅寝は
546 胡井志 小石 四万十町 56 田野々 368 今宵しも夢にも見つる故郷を　 こひしの里に草枕して
547 ▲笹山 橋上（ 篠山） 宿毛市 90 宿毛 368 白露の玉とみだれて打そよぐ　 夕べすずしき笹の山風
548 矢筈池 橋上 宿毛市 90 宿毛 369 いざさらばいるまでは見ん弓はり の　 月を矢筈の池にう つして
549 ▲和田山 和田（ 和田の森山） 宿毛市 90 宿毛 370
550 牛瀬川 松田川 宿毛市 90 宿毛 370 曳綱のわだ山崎をめぐり 来て　 牛のせ川を渡るかち人
551 ＠宿毛浦 宿毛 宿毛市 90 宿毛 370
552 古城 松田川右岸（ 本城山） 宿毛市 90 宿毛 370 土佐の海すく もの浦のもしほ草　 かき集めつつ我つとにせん
553 錦浦 錦 宿毛市 90 宿毛 371 立帰り きてや拾はん波寄する　 錦の浦の浜のいろ貝
554 深浦 深浦 宿毛市 90 宿毛 372 友船もはや漕出て沖遠く 　 見るも夜深き浦のいさ り 火
555 草木薮 草木薮 宿毛市 90 宿毛 372 一入に袖も露けしかり 枕　 草木の藪の旅寝と思へば
556 藻津 藻津 宿毛市 90 宿毛 372 拾ふべき玉もあり やと言の葉の　 海のもく づをかきわけて見ん
557 ▲松尾坂 大深浦（ 松尾峠） 宿毛市 90 宿毛 373 久しさを祝ふよはひは限り なき　 千代もまつ尾の坂行く を見ん
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